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[ 研究概要 ]
　海事流体力学における計算流体力学(CFD)手法による流場解析プログラムの開発を行っています。また、開

発したプログラムを用いて船体の流体力学的な性能評価に関する研究や最適設計の研究を実施しています。

[アドバンテージ]
　計算流体力学(CFD)は流体工学の様々な分野で用いられ

るようになってきました。しかし、CFDの効果的な利用のため

には流体力学のバックグラウンドと数理モデルについての知

見、数値解析法のノウハウなどが必要になってきます。計算

手法そのものを開発研究している立場から、個々のアプリ

ケーション課題について、最も適切な流体解析モデルを適

用することができます。また、最新の計算手法や先進的な数

理モデルを常に取り込んでおり、最先端技術による数値流

体解析を行っています。

[事例紹介]
　右図は重合格子法という技術を用いた三胴船の造る波の

数値シミュレーション例です。波が干渉して複雑なパターン

になっている様子が精度よく計算されています。複雑な形状

のまわりの流れを解析することにより、その性能を評価した

り、最適設計を行ったりすることが可能になります。 

■ 相談に応じられるテーマ
船体まわりの流れの数値シミュレーション

CFDによる船体の流体力学的形状最適化

省エネ船舶のための流場制御
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